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議
員　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
普
及
を
図
る
た

め
、講
習
等
の
拡
充
が
必
要
だ
。

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
救
命

講
習
を
実
施
で
き
な
い
か
。

教
育
長　
現
在
、
慎
重
に
考
え

て
い
る
。
緊
急
時
に
大
人
へ
知

ら
せ
る
こ
と
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
大
切

さ
に
つ
い
て
は
指
導
し
た
い
。

議
員　
聴
覚
障
が
い
者
対
象
の

講
習
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
今
後
、
検
討
し
た
い
。

議
員　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を

周
知
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

議
員　
視
覚
障
が
い
者
の
う
ち

点
字
が
読
め
る
人
は
全
体
の
１

割
程
度
だ
。
「
音
声
コ
ー
ド
」

は
機
械
で
読
み
取
る
こ
と
に
よ

り
活
字
情
報
を
音
声
化
す
る
こ

と
が
で
き
、
視
覚
障
が
い
者
の

情
報
取
得
の
重
要
な
手
段
と
な

る
。
本
市
に
お
け
る
音
声
コ
ー

ド
の
普
及
の
現
状
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

音
声
コ
ー
ド
は
微
細
で
あ
り
、

庁
内
印
刷
で
は
対
応
で
き
な
い

が
、
今
後
、
普
及
に
向
け
て
さ

ら
な
る
検
討
を
重
ね
た
い
。

議
員　
交
通
事
故
等
で
脳
に
特

異
な
損
傷
を
負
う
軽
度
外
傷
性

脳
損
傷
は
世
界
保
健
機
関
が
対

策
を
呼
び
か
け
、
世
界
的
な
関

心
を
集
め
て
い
る
病
気
だ
が
、

日
本
で
は
注
目
度
が
低
い
。
本

市
で
の
現
状
と
対
策
を
伺
う
。

市
長　
実
態
は
把
握
し
て
い
な

い
が
、周
知
方
法
等
に
つ
い
て
、

今
後
、医
師
会
と
協
議
し
た
い
。

議
員　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

都
の
医
療
保
健
政
策
区
市
町
村

包
括
補
助
事
業
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
都
内
の
多
く
の

自
治
体
で
公
費
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
高
福
祉
を
目
指
す
本
市

で
も
公
費
助
成
を
す
べ
き
だ
。

市
長　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は

予
防
接
種
法
で
位
置
付
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
副
作
用
が
生
じ
た

場
合
に
は
法
的
補
償
の
対
象
外

で
あ
る
。
ま
ず
国
が
副
作
用
の

補
償
等
を
含
め
た
法
的
、
制
度

的
対
応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
総
合
評
価

方
式
に
つ
い
て

市
長　
住
民
の
要
望
に
対
す
る

事
業
者
側
の
真
摯
な
対
応
を
求

め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
機
能

を
果
た
す
よ
う
努
力
す
る
。

市
長　
㈶
日
本
救
急
医
療
財
団

に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
の
登

録
・
検
索
制
度
を
周
知
し
た
い
。

議
員　
設
置
場
所
の
情
報
提
供

に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
活
用
せ
よ
。

総
務
部
長　
検
討
し
た
い
。

議
員　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
24
時
間
使
用

で
き
る
よ
う
、
①
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
へ
設
置
を
拡
充
せ

よ
②
交
番
に
設
置
が
必
要
だ
。

市
長　
①
了
解
を
得
ら
れ
る
店

舗
が
あ
れ
ば
、
設
置
し
た
い
。

今
年
度
は
１
つ
の
店
舗
で
協
議

を
進
め
て
い
る
②
順
次
設
置
さ

れ
る
予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。

議
員　
市
内
全
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

小
児
用
パ
ッ
ド
を
配
備
せ
よ
。

総
務
部
長　
機
器
の
更
新
の
際

に
、
小
児
用
切
り
替
え
機
能
付

き
機
種
に
変
え
て
い
き
た
い
。

議
員　
保
育
園
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
を
ぜ
ひ
推
進
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
偽
造
防
止

に
つ
い
て

師
不
足
の
問
題
解
消
の
た
め
、

行
政
区
域
の
別
な
く
受
診
で
き

る
よ
う
都
に
要
請
し
て
い
る
。

議
員　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
定
期
検
査
で
予
防

で
き
る
唯
一
の
が
ん
だ
。
厚
生

労
働
省
が
来
年
度
予
算
の
概
算

要
求
に
150
億
円
の
助
成
費
を
盛

り
込
み
、
市
民
は
公
費
助
成
を

期
待
し
て
い
る
。
生
命
尊
厳
の

観
点
か
ら
、
自
治
体
間
で
予
防

接
種
機
会
に
格
差
が
生
じ
て
は

な
ら
な
い
。
市
は
公
費
助
成
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長　
国
の
補
助
事
業
の
動
向

な
ど
を
注
視
し
て
対
応
を
検
討

し
、
最
大
限
努
力
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
高
齢
者
の

不
安
解
消
／
ペ
ッ
ト
の
環
境
に

つ
い
て

る
中
で
努
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
教
育
現
場
で
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
の
定
義
さ
え
不
確
定

で
論
点
も
多
岐
に
わ
た
る
。
議

論
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
条
件
整
備
へ
の
議
論

が
必
要
だ
。
三
鷹
か
ら
国
の
考

え
を
変
え
て
い
く
ぐ
ら
い
の
気

概
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

議
員　
本
市
の
教
育
支
援
の
取

議
員　
内
閣
府
は
障
が
い
児
を

含
め
た
全
て
の
子
ど
も
が
共
生

す
る
た
め
の
教
育
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
」
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
国
の
動
き
に
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
地
域
で
の
就
学
等
の
現

状
を
的
確
に
発
言
し
な
が
ら
、

望
ま
し
い
教
育
の
制
度
が
で
き

る
よ
う
教
育
委
員
会
と
連
携
す

議
員　
厚
生
労
働
省
の
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
で
は
５
年
間

で
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
を
目

指
し
て
い
る
。
調
査
に
よ
る
と

全
国
平
均
24
・
５
％
で
、目
標
年

次
ま
で
残
り
１
年
と
な
っ
た
。

受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
市
の

今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
が
ん
検
診
の
重
要
性
を

周
知
し
、
受
診
内
容
の
工
夫
と

と
も
に
、
健
康
に
つ
い
て
の
意

識
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業
は
、
対
象
年
齢
を
５

歳
間
隔
と
し
た
た
め
、
公
平
性

の
観
点
か
ら
５
年
以
上
継
続
が

必
要
だ
。今
後
の
課
題
を
伺
う
。

市
長　
次
年
度
以
降
の
国
の
補

助
の
継
続
が
未
定
で
あ
り
、
事

業
の
質
の
維
持
が
課
題
だ
。
医

り
組
み
を
評
価
す
る
が
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
検
討
に
当

た
り
課
題
を
整
理
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

見
直
し
作
業
の
中
で
、
教
育
支

援
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
て
検
討
し
て
い
く
予
定
だ
。

議
員　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
的
な

モ
デ
ル
教
育
を
試
行
し
、
事
業

の
課
題
・
方
向
性
を
先
取
り
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
理
念
だ
け
の
現
実
軽

視
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で

は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
を
し
た
い
。

議
員　
保
護
者
へ
の
説
明
会
な

ど
の
開
催
を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
中
央
教
育
審
議
会
で

の
議
論
等
を
情
報
提
供
す
る
な

ど
、機
会
を
見
て
検
討
し
た
い
。

進
す
る
団
体
な
ど
が
行
う
事
業

の
機
会
を
活
用
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聞
き
、
施
策
に
反

映
で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
。

議
員　
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

議
員　
子
ど
も
施
策
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限

り
子
ど
も
た
ち
の
声
を
反
映
す

べ
き
と
考
え
る
。方
策
を
聞
く
。

市
長　
児
童
の
健
全
育
成
を
推

議
員　
今
年
の
酷
暑
は
特
に
高

齢
者
の
生
活
を
直
撃
し
た
。
家

の
中
で
あ
っ
て
も
熱
中
症
の
危

険
が
伴
い
、
不
安
に
さ
ら
さ
れ

た
高
齢
者
は
多
い
。
市
は
ど
の

よ
う
な
酷
暑
対
策
を
し
た
か
。

健
康
福
祉
部
長　
広
報
等
で
熱

中
症
の
予
防
対
策
を
周
知
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
施
設
等
に

も
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

議
員　
100
歳
以
上
の
高
齢
者
の

所
在
不
明
問
題
に
は
自
治
体
の

実
態
把
握
が
不
十
分
と
の
指
摘

も
あ
っ
た
が
、
こ
の
問
題
の
核

心
は
家
族
の
あ
り
方
の
変
化
だ

と
考
え
る
。市
の
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
家
族
、
地
域
社
会
等
の

あ
り
方
に
関
し
て
多
く
の
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
改
め

て
地
域
の
見
守
り
力
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

議
員　
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等

の
異
常
気
象
に
よ
っ
て
、
下
水

道
の
処
理
能
力
を
超
え
る
１
時

間
に
50
ミ
リ
以
上
の
雨
が
降
っ

た
場
合
の
対
策
は
十
分
か
。

市
長　
平
成
17
年
の
１
時
間
105

ミ
リ
の
豪
雨
の
経
験
を
踏
ま
え

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
を
整
備
し

て
い
る
。
整
備
後
は
対
応
困
難

な
事
例
は
発
生
し
て
い
な
い
。

議
員　
災
害
時
要
援
護
者
支
援

モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
要
援
護

者
支
援
台
帳
や
支
援
マ
ッ
プ
の

作
成
の
た
め
の
調
査
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
理
由
に
協
力
を
得

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
円
滑

な
事
業
展
開
の
課
題
は
何
か
。

市
長　

個
人
情
報
保
護
や
町

会
・
自
治
会
に
未
加
入
の
市
民

へ
の
調
査
方
法
等
の
課
題
が
あ

り
、
今
後
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
の
保
険
料
納
付
率

は
過
去
最
低
を
記
録
し
、
59
・

98
％
と
な
っ
た
。
こ
の
現
状
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
全
国
的
な
納
付
率
の
低

下
は
、
制
度
運
営
の
根
幹
や
信

頼
性
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
国
や
日
本
年
金
機
構

と
連
携
し
、
広
報
な
ど
必
要
に

応
じ
て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
保
険
料
滞
納
は
主
に
経

済
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
だ
。

免
除
申
請
す
れ
ば
承
認
さ
れ
る

収
入
水
準
の
被
保
険
者
が
数
多

く
存
在
す
る
と
考
え
る
。
三
鷹

市
で
の
第
１
号
被
保
険
者
の
免

除
申
請
件
数
の
推
移
を
伺
う
。

市
長　
免
除
申
請
は
増
加
傾
向

で
、
承
認
件
数
は
19
年
度
か
ら

の
２
年
間
で
415
件
増
加
し
た
。

議
員　
法
人
で
あ
れ
ば
全
て
の

事
業
所
に
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
る
が
、
未
加
入
の

事
業
所
は
数
多
く
存
在
す
る
。

厚
生
年
金
の
重
要
性
を
周
知

し
、
加
入
の
推
進
が
必
要
だ
。

市
長　
必
要
に
応
じ
て
関
係
部

署
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

議
員　
制
度
の
知
識
が
な
い
こ

と
が
原
因
で
障
害
年
金
等
の
公

的
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
事
例

が
若
年
層
に
も
あ
る
。
国
民
と

し
て
の
権
利
と
生
活
を
守
る
た

め
に
は
、
年
金
等
の
社
会
保
険

制
度
に
つ
い
て
小
中
学
校
で
の

教
育
機
会
を
増
や
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　
指
摘
も
踏
ま
え
て

指
導
の
充
実
を
図
り
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
動
物
と
の

共
生
に
つ
い
て

学
校
は
、
こ
こ
数
年
特
別
教
室

等
を
普
通
教
室
に
転
用
し
て
い

る
。来
年
度
の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
部
長　
来
年
度
は
各
学
年

３
ク
ラ
ス
全
18
ク
ラ
ス
と
な
る

た
め
、
特
別
教
室
等
の
転
用
と

必
要
な
改
修
を
行
う
予
定
だ
。

議
員　
普
通
教
室
が
足
り
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
学
校
内
の
学

童
保
育
所
は
ど
う
な
る
の
か
。

第
二
副
市
長　
現
時
点
で
は
今

ま
で
ど
お
り
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
高
山
小
学
童
保
育
所
分

室
の
賃
貸
借
契
約
期
間
は
、
今

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
更

新
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
現
建
物
の
隣
接
地
に
学

童
保
育
所
の
建
設
用
地
を
確
保

で
き
た
。
建
設
が
完
了
す
る
ま

で
の
間
、
現
在
の
賃
貸
借
契
約

の
更
新
が
で
き
る
見
込
み
だ
。

に
は
、「
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」の
強
化
が
必
要
だ
。

宅
配
業
者
や
郵
便
局
等
の
協
力

を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　
宅
配
業
者
等
が
直
ち
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
機
関
に

な
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
虐
待

の
早
期
発
見
の
役
割
は
果
た
し

て
も
ら
え
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
小
中
学
校
の
普
通
教
室

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。
高
山
小

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

市
民
の
命
を
守
る
た
め

き
め
細
や
か
な
福
祉
施
策
を

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
と
活
用
で

よ
り
多
く
の
命
を
救
い
た
い

　
公
明
党
　
粕
谷
　
稔
　
議
員

予
防
接
種
を
公
費
助
成
し

子
宮
頸
が
ん
ゼ
ロ
の
ま
ち
に

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」へ
の

基
本
的
な
考
え
方
を
問
う

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

高
齢
者
の
不
安
解
消
へ

生
活
実
態
を
把
握
せ
よ

民
主
党
　
谷
口
　
敏
也
　
議
員

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
せ

民
主
党
　
浦
野
　
英
樹
　
議
員

生
活
を
支
え
る
国
民
年
金

制
度
の
周
知
を
徹
底
せ
よ

高山小学童保育所分室


